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育
成

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
　

青
少
年
を
育
て
る
市
民
の
つ
ど
い・

　
　
　  
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
考
え
る
会

令和7年度

防
ご
う
！！
﹁
大
人
の
地
域
忘
れ
　
若
者
の
地
域
離
れ
　
子
ど
も
の
地
域
知
ら
ず
﹂

 

本
年
度
の「
市
民
の
つ
ど
い
」

は
、か
づ
の
P
T
A
連
合
会
と

の
共
催
事
業
と
し
て
、去
る
令

和
７
年
11
月
22
日（
土
）、約
１

０
０
名
の
参
加
の
も
と
、花
輪

市
民
セ
ン
タ
ー
講
堂
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

 

は
じ
め
に
、青
少
年
健
全
育

成
功
労
者
表
彰
を
行
い
、ふ
る

さ
と
民
謡
錦
栄
会
様
、馬
渕

大
三
様
に
対
し
表
彰
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
芸
能
発
表
で
は
、湯

瀬
神
明
社
先
祓
舞
保
存
会
の

皆
様
を
お
招
き
し
、舞
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
ス
マ
ホ・ゲ
ー
ム
と
の
向
き
合
い
方

    

〜
大
人
が
知
る
べ
き
こ
と・で
き
る
こ
と
〜
」

講
演

 

講
師
の
高
橋
氏
は
、フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど

を
専
門
と
す
る
I
T
企
業
勤

務
を
き
っ
か
け
に
、２
０
０
８

年
よ
り「
ネ
ッ
ト
と
の
つ
き
あ

い
か
た
を
オ
ト
ナ
に
も
わ
か
り

や
す
く
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。現
在
、「
ス
マ
ー
ト
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
を
増
や

し
た
い
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つい
て
の
調

査・研
究
や
教
材・カ
リ
キ
ュラ

湯
瀬
神
明
社
先
祓
舞
保
存
会　
様

子
ど
も
芸
能
発
表 

発
表
者
活
動
紹
介

会　

長　

髙
杉
奈
穂
子

　

湯
瀬
神
明
社
先
祓
舞
は
、

天
孫
降
臨
の
祈
り
に
、猿
田
彦

が
道
案
内
の
た
め
に
部
下
を

集
め
て
、剣
と
剣
を
ぶ
っつ
け

な
が
ら
踊
り
、悪
魔
を
払
っ
て

道
を
切
り
開
い
た
と
い
う
、故

事
に
倣
っ
た
舞
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。湯
瀬
神
明
社

例
祭
の
７
月
15
日
、16
日
に
行

わ
れ
、15
日
の
宵
宮
に
は
太

鼓
、笛
と
鉦
の
囃
子
を
奏
し
て

境
内
で
行
わ
れ
、16
日
の
本
祭

に
は
神
輿
渡
御
の
先
祓
い
と

し
て
集
落
内
を
移
動
し
、路

上
で
舞
わ
れ
ま
す
。演
目
は

 

続
い
て
の
講
演
で
は
、一般
社

団
法
人
セ
ー
フ
ァ
ー
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
協
会
主
席
研
究
員
の

高
橋
大
洋
様
を
講
師
に
お
迎

え
し
、「
子
ど
も
の
ス
マ
ホ・ゲ

ー
ム
と
の
向
き
合
い
方
〜
大
人

が
知
る
べ
き
こ
と・で
き
る
こ

と
〜
」と
題
し
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
好
評
の
声
を
い
た
だ

き
、市
民
の
つ
ど
い
な
ら
び
に

P
T
A
活
動
を
考
え
る
会
は

盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

ム
の
開
発
、指
導
者
の
養
成
、専

門
助
言
、講
演
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
話
で
は
、ネ
ッ
ト
は
自
己

責
任
と
考
え
ず
、周
囲
と
の

助
け
合
い
を
当
た
り
前
に
し
、

小
さ
な
違
和
感
・
小
さ
な
失

敗
を
見
つ
け
る
だ
け
で
良
い
。

予
防
よ
り
失
敗
の
発
見
や
立

ち
直
り
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、こ
れ

ま
で
の
経
験
を
交
え
な
が
ら

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
　
師

一般
社
団
法
人
セ
ー
フ
ァ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会

主
席
研
究
員
　
高
　
橋
　
大
　
洋
　
氏

12
あ
り
、舞
は
先
祓
舞
、後
祓

舞
の
他
に
穀
物
の
作
付
か
ら

虫
除
け
、収
穫
な
ど
を
表
現

す
る
他
、無
病
息
災
や
火
伏

せ
な
ど
の
祈
り
を
込
め
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、後
祓
舞
が
あ



大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
　

防
ご
う
！！
﹁
大
人
の
地
域
忘
れ
　
若
者
の
地
域
離
れ
　
子
ど
も
の
地
域
知
ら
ず
﹂

ふ
る
さ
と
少
年
探
検
団

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

鹿
角
市
民
会
議
会
長
表
彰

馬　
渕　
大　
三　

 

様

「
令
和
７
年
度
総
会
」

ふ
る
さ
と
民
謡 

錦
栄
会 

様

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つい
て

体
験
す
る「
ふ
る
さ
と
少
年

探
検
団
」事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
学
び
な
が
ら
郷

土
への
理
解
と
愛
着
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、今
年
度
は
柴
平
小
学

校
６
年
児
童
27
名
を
６
月
19

日（
木
）に
招
待
し
、事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
柴
平
小
児
童
は
、

　

本
年
度
の
青
少
年
育
成
鹿

角
市
民
会
議
総
会
は
去
る
６

月
23
日（
月
）、市
役
所
会
議

室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し

た
。冒
頭
、秋
田
県
教
育
庁
北

教
育
事
務
所
鹿
角
出
張
所
主

任
社
会
教
育
主
事
木
村
誠
紀

様
よ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
啓
発
に
つい
て
ご
講
話
い
た

史
跡
尾
去
沢
鉱
山
と
大
湯
ス

ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

史
跡
尾
去
沢
鉱
山
で
は
、

施
設
職
員
の
ガ
イ
ド
を
受
け

な
が
ら
坑
道
内
を
歩
き
、鉱

山
の
歴
史
や
採
掘
方
法
、鉱

脈
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

で
は
、S
C
の
会
の
ガ
イ
ド
か

ら
遺
跡
に
関
す
る
説
明
を
受

け
な
が
ら
、発
掘
さ
れ
た
土
器

や
土
版
、環
状
列
石
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
施
設
も
自
分
た

ち
の
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
で

あ
り
、見
学
し
た
こ
と
で
、鹿

角
の
文
化
を
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、子
ど
も
た
ち
の

ネ
ッ
ト
利
用
の
現
状
や
ト
ラ
ブ

ル
に
関
し
て
、実
態
調
査
を
も

と
に
、大
人
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
睡
眠
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
習
慣

化
と「
お
し
ま
い
」の
練
習
を

す
る
大
切
さ
、大
人
も
一
緒
に

守
れ
る
範
囲
の
ル
ー
ル
を
設
定

す
る
こ
と
な
ど
、同
じ
利
用
者

の
立
場
で
接
す
る
だ
け
で
な

く
、大
人
も
ネ
ッ
ト
利
用
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
４
年
に
結
成
。週
１

回
錦
木
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、子
ど
も
た
ち
へ
民

謡
、三
味
線
の
指
導
を
行
い
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
民
謡
大
会

に
出
場
し
成
果
を
披
露
し
て

い
ま
す
。市
内
各
自
治
会
の

敬
老
会
、夏
祭
り
、７
月
に
行

わ
れ
る
バ
ー
ン
ナ
イ
ト
な
ど
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
出
演
し
、

活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
56
年
か
ら
鹿
角
地
区

少
年
保
護
育
成
委
員
と
し
て
、

毎
月
の
声
か
け
運
動
、祭
典

等
で
の
巡
視・指
導
、座
禅
会

や
犯
罪
防
止
啓
発
活
動
の
た

め
の
学
校
訪
問
を
実
施
す
る

な
ど
、青
少
年
の
健
全
育
成
に

関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

精
力
的
に
参
画
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、毛
馬
内
盆
踊
保
存

会
会
長
と
し
て
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
と
も
に
文
化
の
継

承
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

  

健
全
利
用
に
つ
い
て
」

講
話

 

木 

村 

誠 

紀 

様

秋
田
県
教
育
庁 

北
教
育
事
務
所

鹿
角
出
張
所 

主
任
社
会
教
育
主
事

講
師

る
の
は
湯
瀬
だ
け
で
、他
の
地

域
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

舞
い
手
の
衣
装
は
、袖
に
鈴

を
付
け
た
、肌
着
、襦
袢
、手

甲
で
き
ら
び
や
か
に
着
飾
り
、

手
に
刀
を
持
って
い
ま
す
。

　
つ
ど
い
で
は
、小
中
学
生
３

人
を
含
む
８
人
の
踊
り
子
が

太
鼓
、笛
と
鉦
の
囃
子
に
合
わ

せ
て
舞
を
披
露
し
、来
場
者
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。議
事
で
は
令

和
６
年
度
事
業
報
告
と
収
支

決
算
報
告
、令
和
７
年
度
事

業
計
画
案
と
収
支
予
算
書
案

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
通

り
認
定
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。



防
ご
う
！！
﹁
大
人
の
地
域
忘
れ
　
若
者
の
地
域
離
れ
　
子
ど
も
の
地
域
知
ら
ず
﹂

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
　

声
か
け
運
動

白
ポ
ス
ト
回
収

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
つい
て

体
験
す
る「
ふ
る
さ
と
少
年

探
検
団
」事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。楽
し
く
学
び
な
が
ら
郷

土
への
理
解
と
愛
着
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、今
年
度
は
柴
平
小
学

校
６
年
児
童
27
名
を
６
月
19

日（
木
）に
招
待
し
、事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
柴
平
小
児
童
は
、

　
「
白
ポ
ス
ト
」と
は
、性
や
暴

力
な
ど
、青
少
年
に
有
害
な

雑
誌
、ビ
デ
オ
、D
V
D
等
を

「
家
庭
に
持
ち
込
ま
せ
な
い・

目
に
触
れ
さ
せ
な
い
」た
め
に

投
入
を
呼
び
か
け
る
箱
の
こ

と
で
す
。市
内
で
は
鹿
角
花
輪

駅
前
、十
和
田
南
駅
前

に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
２
度
回

収
作
業
を
実
施
し
、不

適
図
書
類（
有
害
な
記

事
を
含
む
新
聞・雑
誌

等
）１
０
０
点
を
回
収

し
ま
し
た
。

史
跡
尾
去
沢
鉱
山
と
大
湯
ス

ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

史
跡
尾
去
沢
鉱
山
で
は
、

施
設
職
員
の
ガ
イ
ド
を
受
け

な
が
ら
坑
道
内
を
歩
き
、鉱

山
の
歴
史
や
採
掘
方
法
、鉱

脈
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

　

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

で
は
、S
C
の
会
の
ガ
イ
ド
か

ら
遺
跡
に
関
す
る
説
明
を
受

け
な
が
ら
、発
掘
さ
れ
た
土
器

や
土
版
、環
状
列
石
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

当
市
民
会
議
で
は
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、

毎
月
５
日
（
５
日
が
休
校
の

場
合
は
翌
平
日
）
に
子
ど
も

た
ち
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
、

「
声
か
け
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。「
お
は
よ
う
」「
気

を
付
け
て
いっ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
通
学
路

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
見

守
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
声
か
け
運
動
」
に
よ
り
子

　
い
ず
れ
の
施
設
も
自
分
た

ち
の
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
で

あ
り
、見
学
し
た
こ
と
で
、鹿

角
の
文
化
を
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
が
元
気
に
あ
い
さ
つ

で
き
る
習
慣
が
身
に
つ
き
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、

防
犯
に
も
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
声
か
け
運
動
」
は
、
気
軽

に
で
き
る
青
少
年
健
全
育
成

活
動
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

※「
声
か
け
運
動
」
の
腕
章

を
作
製
し
ま
し
た
。
会
員
の

方
で
腕
章
が
必
要
な
方
は
、

市
民
会
議
事
務
局
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
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会
議
︵
市
民
の
つ
ど
い
に
つ
い
て
︶

9
・
21　
　

錦
木
バ
イ
パ
ス
ク
リ
�
ン
ア
�
プ

10
・
17　
　

白
ポ
ス
ト
回
収
２
回
目
︵
鹿
角
花
輪
駅
・
十
和
田
南
駅
︶

11
・
22　
　

青
少
年
を
育
て
る
市
民
の
つ
ど
い
・
P
T
A
活
動
を
考
え
る
会

12
・
2　
　

常
任
委
員
会
︵
書
面
開
催
︶

3
・
31　
　

会
報
﹁
青
少
年
か
づ
の　

第
34
号
﹂
発
行

防
ご
う
！！
﹁
大
人
の
地
域
忘
れ
　
若
者
の
地
域
離
れ
　
子
ど
も
の
地
域
知
ら
ず
﹂

◆
個
　
人

会

費

納

入

お

礼

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
８
年
２
月
21
日
現
在

令和７年度
【
十
和
田
地
区
】

青　

山　

節　

子

赤　

坂　
　
　

勲

阿　

部　

安　

男

安　

保　

一　

雄

池　

田　

ホ
ノ
子

石　

川　

倉　

男

石　

川　
　
　

孝

大　

里　

弘　

子

小
笠
原　

節　

男

長　

内　

昭　

継

木　

村　

久　

子

木　

村　

智　

子

熊　

谷　

純　

二

小　

舘　

一　

仁

齋　

藤　

裕　

子

田　

村　

富　

男

田　

村　

妙　

子

田　

村　

優　

子

奈　

良　

明
日
香

奈　

良　

大　

氣

成　

田　

正　

喜

成　

田　

ユ　

キ

成　

田　

哲　

男

平　

塚　

幸　

見

馬　

渕　

大　

三

三　

上　
　
　

豊

柳　

沢　

悦　

郎

山　

口　

京　

子

【
花
輪
地
区
】

青　

山　

武　

夫

浅　

水　
　
　

哲

安　

保　

悦　

子

安　

保　

喜
一
郎

石
木
田　

智
佳
子

大　

澤　
　
　

太

大　

澤　

宏　

子

大
信
田　
　
　

学

大　

畑　

澄　

子

小　

鴨　

健　

一

小
田
島　

裕　

悦

海　

沼　

佳　

幸

海　

沼　

哲　

史

木　

村　

礼　

子

木　

村　

忠　

好

工　

藤　

広　

治

栗　

山　
　
　

廣

栗　

山　

尚　

記

黒　

澤　

悦　

朗

小　

玉　

正　

博

児　

玉　

弘　

志

児　

玉　
　
　

一

児　

玉　

千　

春

児　

玉　

政　

明

児　

玉　
　
　

晃

駒
ヶ
峯　

岩
太
郎

齋　

藤　
　
　

茂

齋　

藤　

繁　

男

佐　

藤　

良　

子

佐　

藤　
　
　

亨

佐　

藤　

忠　

雄

佐　

藤　

隆　

夫

佐　

藤　

大　

介

佐　

藤　
　
　

郁

下
川
原　

常　

雄

関　
　
　

正　

夫

関　
　
　

道　

男

相　

馬　

ミ　

サ

高　

谷　

善　

子

田　

中　

喜
美
子

千　

田　
　
　

敬

兎　

澤　

祐　

一

豊　

田　

憲　

雄

中　

山　

一　

男

畠　

山　

義　

孝

花
ノ
木　

和　

儀

原　

田　

宗　

悦

米　

田　

優　

子

舛　

屋　

修　

美

安　

田　

孝　

司

柳　

田　

亮　

子

吉　

田　

俊　

子

【
尾
去
沢
地
区
】

石　

井　
　
　

勲

石　

井　

睦　

子

内　

田　

清　

隆

大
信
田　

弥　

生

岡　

本　

英　

毅

神　

成　

満　

子

北　

村　

正　

人

工　

藤　

ト
モ
子

黒　

澤　

一　

夫

佐　

藤　

ミ　

サ

嶋　

守　

ミ　

チ

髙　

杉　

政　

人

髙　

杉　

奈
穂
子

高　

橋　

好　

晴

奈　

良　
　
　

隆

廣　

嶋　
　
　

修

福　

島　

久
美
子

前　

田　

和　

子

村　

木　

哲　

文

【
八
幡
平
地
区
】

浅　

石　

昌　

敏

阿　

部　
　
　

聖

阿　

部　

照　

芳

阿　

部　

一　

弘

阿　

部　

義　

弘

石　

坂　

和　

彦

小
笠
原　

節　

男

金　

澤　

一　

弘

神　

田　

昭　

治

工　

藤　

裕　

悦

齊　

藤　

末　

治

佐
々
木　

忠　

臣

笹　

本　

真　

司

佐　

藤　
　
　

操

田　

中　

一　

良

綱　

木　

裕　

一

古　

家　

典　

子

松　

岡　
　
　

昇

松　

村　

託　

磨

他
、
鹿
角
市
役
所
職
員
・

鹿
角
市
管
理
職
親
交
会

会
員       

１
１
７
名

【
P
T
A
】

鹿
角
高
等
学
校
P
T
A

柴
平
小
学
校
P
T
A

花
輪
小
学
校
P
T
A

花
輪
中
学
校
P
T
A

十
和
田
小
学
校
P
T
A

十
和
田
中
学
校
P
T
A

大
湯
小
学
校
P
T
A

八
幡
平
小
学
校
P
T
A

八
幡
平
中
学
校
P
T
A

尾
去
沢
小
学
校
P
T
A

尾
去
沢
中
学
校
P
T
A

【
自
治
会
】

上
台
自
治
会

長
内
自
治
会

川
原
自
治
会

久
保
田
自
治
会

小
枝
指
自
治
会

小
坂
三
区
自
治
会

沢
口
一
区
自
治
会

陣
場
自
治
会

瀬
田
石
自
治
会

館　
　

自
治
会

谷
内
自
治
会

西
町
自
治
会

東
町
自
治
会

福
士
自
治
会

古
川
自
治
会

松
山
自
治
会

三
ケ
田
自
治
会

山
方
自
治
会

湯
瀬
自
治
会

熊
沢
自
治
会

【
そ
の
他
の
団
体
】

鹿
角
地
区
少
年
保
護
育
成
委
員
会

産
業
活
力
課
親
睦
会

鹿
角
市
防
犯
協
会

十
和
田
地
区
民
生
児
童
委
員
会

尾
去
沢
地
区
民
生
児
童
委
員
会

花
輪
地
区
民
生
児
童
委
員
会

八
幡
平
地
区
民
生
児
童
委
員
会

毛
馬
内
女
性
エ
コ
の
会

鹿
角
地
区
保
護
司
会

花
輪
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

花
輪
地
区
子
ど
も
会
世
話
人
会

市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

鹿
角
市
社
会
福
祉
協
議
会

か
づ
の
商
工
会

十
和
田
地
区
子
ど
も
会
世
話
人
会

八
幡
平
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

八
幡
平
地
区
保
護
司
会

大
日
霊
貴
神
社

八
幡
平
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

尾
去
沢
地
区
子
ど
も
会
世
話
人

　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会

鹿
角
市
校
長
会

鹿
角
退
職
公
務
員
連
盟　
　
　
　
　

　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

㈲
海
沼
工
務
所

㈱
ユ
ゼ

㈱
柳
澤
鉄
工
所

㈱
大
里
恒
三
商
店

鹿
角
コ
ネ
ク
タ
㈱

㈱
八
重
樫
建
設

㈱
柳
沢
建
設

㈱
カ
ン
ザ
イ

T
&
A

佐
藤
珠
算
教
室

㈲
上
津
野
デ
イ
タ
ム

恩
徳
寺

㈲ 

タ
カ
ヤ
電
工
舎

㈱ 

小
板
橋
建
設

㈱ 

タ
ク
ト 

鹿
角
営
業
所

㈲ 

相
馬
自
動
車
整
備
工
場

明
治
安
田
生
命
鹿
角
営
業
所

◆
団
　
体

◆
企
　
業

◆
広
告
企
業

会
員
募
集

　

青
少
年
育
成
鹿
角
市
民
会
議
は
、

市
民
会
員
の
会
費
に
よ
って
運
営
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も・若
者
の
健
全
育
成
、市
民

会
議
の
活
動
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
、

団
体
、企
業
は
会
員
と
し
て
ぜ
ひ
活
動

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

　

電
話
3
0
|
0
2
9
2

個
人（
年
会
費
5
0
0
円
）

団
体（
年
会
費
1
,
0
0
0
円
）

企
業（
年
会
費
2
,
0
0
0
円
）

広
告
企
業（
年
会
費
3
,
0
0
0
円
）

防
ご
う
！！
﹁
大
人
の
地
域
忘
れ
　
若
者
の
地
域
離
れ
　
子
ど
も
の
地
域
知
ら
ず
﹂


